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平成17年４月10日発行人にやさしい愛のまち　　　ＮＡＫＡＭＡ　ＣＩＴＹ

中間商工会議所青年部の企画による子ども劇団
「ＮＡＫＡＭＡ夢ＫＩＤＳ」。第3期生による公演が3月
20日、なかまハーモニーホールで行われました。
当日は、開演の直前に福岡県西方沖地震が発生し、

演じる小・中学生にも大きな動揺が走ったようです。
しかし、3年にわたる公演も今回でいったん区切り

とあり、子どもたちは集まってくれた観客のために
元気よく舞台を駆け回り、熱のこもった演技を見せ
てくれました。
「多くの人の前で演じることができてうれしい」、

「友だちがたくさんできた」と語る子どもたち。厳し
い稽古

け い こ

に打ち勝ってきたガッツで、これからも新た
な夢にチャレンジしてくれることでしょう。
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韓
流

ハ
ン
リ
ュ
ウ

ブ
ー
ム
が
起
き
て
、
お
隣

の
国
・
韓
国
の
こ
と
を
知
る
機
会

も
増
え
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
み
な
さ
ん
は
、
韓
国
の
高
齢
化

の
状
況
を
ご
存
知
で
す
か
？

高
齢
化
率
と
は
全
体
の
人
口
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
平
成
15
年（
２
０
０

３
）
の
韓
国
統
計
庁
の
調
査
で
は

高
齢
者
数
は
約
３
９
７
万
人
、
高

齢
化
率
は
8.3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
で
は
日
本
で
は
？
」と
い
う
と
、

先
日
発
表
さ
れ
た
総
務
省
の
平
成

16
年
（
２
０
０
４
）
10
月
１
日
現

在
の
高
齢
者
は
約
２
、
４
８
８
万

人
、
高
齢
化
率
は
19
・
５
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
中
間
市
の
状
況
を
見
て

み
る
と
、
平
成
16
年
10
月
１
日
現

在
で
１
１
、６
８
７
人
、
24
・
１

％
で
す
。
お
隣
り
の
北
九
州
市
が

２
１
５
、
５
１
８
人
で
21
・
６
％

で
す
か
ら
、
2.5
％
上
回
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
番
新
し
い
数
字
で
は
、
中
間

市
の
高
齢
化
率
は
24
・
５
％
で
す

（
平
成
17
年
２
月
28
日
現
在
）。
ひ

と
足
先
に
中
間
市
で
は
人
口
の
４

人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代

を
迎
え
て
い
る
の
で
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
の
子
育
て

支
援
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

高
齢
期
を
迎
え
て
も
社
会
と
の
関

わ
り
を
持
ち
、
積
極
的
で
活
動
的

な
生
活
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
た

め
の
支
援
も
重
要
と
言
え
ま
す
。

一
般
に
高
齢
者
と
は
65
歳
以
上

の
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
国

の
意
識
調
査
で
は
、「
65
歳
か
ら

を
高
齢
者
と
思
う
割
合
」
は
31
・

５
％
、「
70
歳
か
ら
だ
と
思
う
割

高
齢
化
の
進
展
は
世
界
的
な
傾
向
で
あ
り
、
介
護
の
必
要

な
高
齢
者
へ
の
支
援
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
一

方
で
、
で
き
る
だ
け
元
気
に
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
し
て

ほ
し
い
―
―
。

中
間
市
で
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

家
庭
を
訪
問
し
た
り
、
各
種
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。
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3,969千人
（8.3％）

大
き
く
違
う

韓
国
と
日
本
の
高
齢
化
率

中
間
市
で
は

４
人
に
一
人
が
高
齢
者

高
齢
者
っ
て
い
っ
た
い

何
歳
か
ら
言
う
の
？

韓 国

日 本

北九州市

中 間 市

資料：2003統計庁（韓国）、2004総務庁（日本）、住民基本台帳（北九州市・中間市）

高齢化率の比較

基幹型在宅介護支援センターの窓口基幹型在宅介護支援センターの窓口基幹型在宅介護支援センターの窓口
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合
」
も
30
・
３
％
と
、
ほ
ぼ
同
じ

割
合
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
に
同
じ

質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
約
３
割
の

人
が
「
75
歳
以
上
か
ら
が
高
齢
者

だ
と
思
う
」
と
答
え
、「
80
歳
以

降
か
ら
」
と
考
え
て
い
る
人
が
１

割
を
超
え
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

介
護
は
だ
れ
も
が
直
面
す
る
問

題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
高
齢

社
会
に
お
け
る
立
場
も
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
「
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
（
要
介
護
者
）
へ
の
社
会

的
支
援
」
と
い
う
見
方
が
重
視
さ

れ
が
ち
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

「
も
し
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

っ
て
も
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
自

分
の
意
志
で
送
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
づ
く
り
」
が
必
要
と
さ
れ
、

「
高
齢
者
全
体
が
可
能
な
限
り
、

自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
を
支

援
す
る
」
と
い
う
見
方
が
重
要
で

あ
る
と
厚
生
白
書
に
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
齢
社
会
で
心
配
さ
れ
る
の
は

「
介
護
の
問
題
」
で
す
。

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
介
護
を

受
け
ら
れ
る
社
会
の
し
く
み
」
を

つ
く
る
こ
と
が
急
が
れ
、
平
成
12

年
（
２
０
０
０
）
４
月
か
ら
介
護

保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
心
身
の
弱
っ
た
高

齢
者
を
助
け
る
し
く
み
で
す
。
例

え
ば
身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な

く
な
っ
て
、
食
事
や
入
浴
を
す
る

と
き
に
だ
れ
か
の
助
け
が
必
要
と

な
っ
た
人
の
た
め
に
、
そ
の
費
用

を
み
ん
な
で
負
担
し
あ
う
の
で
す
。

そ
の
費
用
は
40
歳
以
上
の
す
べ

て
の
国
民
と
、
国
・
自
治
体
（
中

間
市
）
が
半
分
ず
つ
出
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
間
、訪
問
介
護（
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
中
心
に
利
用
者
や
サ
ー

ビ
ス
量
が
大
幅
に
増
え
、
制
度
が

着
実
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

全
体
で
は
お
お
む
ね
順
調
と
、

国
で
は
評
価
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
家
族
か
ら
の
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
応
じ
る
窓
口
と
し
て
、

中
間
市
に
は
地
域
型
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
と
、
基
幹
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

次
に
詳
し
い
活
動
内
容
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

ご存じですか？
あなたの相談にのってくれる

地域の強～い味方地域の強～い味方
みなさんが暮らしている中間市は68の地区（町

内）に分かれています。そして、一つの地区（町
内）から推薦された民生委員・児童委員がみなさ
んといっしょに暮らしています。
民生・児童委員は、厚生労働大臣と県知事から

委嘱され、熱意を持ってあらゆる生活上の相談に
応じ、自立の援助に努めています。
民生・児童委員が高齢者自身や近隣に住んでい

る人から相談を受け、その内容について在宅介護
支援センターに連絡するといった連携プレーが有
効に機能しているため、最近では委員のみなさん
から連絡や相談を受ける場合が増えています。
もし、どなたが委員か不明な場合は、市役所や

支援センター、あなたの地区の町内会長さんにお
尋ねください。

す
べ
て
の
高
齢
者
が
尊
厳
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

安
心
し
て
介
護
を

受
け
ら
れ
る
社
会
の
し
く
み

心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
る

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
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（平成16年４月～平成17年３月）

●高齢者の在宅介護についての
お問い合わせは…

中間市基幹型在宅介護支援センター
（通谷一丁目36-10・ハピネスなかま内）
1（２４５）７７１６

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

知

人

社
会
福
祉
協
議
会

介
護
保
険
課
高
齢
者
福
祉
係

介
護
保
険
課
保
健
師

そ

の

他

地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

本

人

家

族

民
生
・
児
童
委
員

基幹型在宅介護支援センターへ寄せられた相談の相談元
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私たち相談員相談員がお伺いします
■
底
井
野
小
校
区
・
南
小
校
区

・
北
小
校
区
の
人
の
相
談
は
…

●
智
美
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
４
）７
２
２
７

■
中
間
小
校
区
・
東
小
校
区

・
西
小
校
区
の
人
の
相
談
は
…

●
ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
1（
２
４
４
）
１
７
８
３小笠原　千　春 小　島　香代子

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
や
家
族
か
ら
の
心
配
ご
と
・
困
っ
た
こ
と
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
市
内
に
二
ヵ
所
あ
る
「
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
六
つ
の
小

学
校
区
の
う
ち
、
３
校
区
ず
つ
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
前
か
ら
、
高
齢
者
の
介
護
や
生
活
全
般
に

わ
た
る
相
談
窓
口
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
度
に
新
た
に
「
基
幹
型
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
内
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
ヵ
所
の
セ
ン
タ
ー
が
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
、
主
に
高
齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

松　井　英　治 服　部　弘　恵

相談員は身分証明書を所持しています
不審に思ったときは、相談員に身分証明書の提示

を求めるか、支援センターへご連絡ください。

こ
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

●
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
、
支
援
セ

ン
タ
ー
の
こ
と
や
主
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
手
作
り
の
チ
ラ

シ
を
作
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
65
歳
に
な
っ
て
介
護
保

険
被
保
険
者
証
を
送
る
と
き
、
70

歳
に
な
っ
て
老
人
医
療
受
給
者
証

を
渡
す
と
き
、
敬
老
祝
い
の
品
を

渡
す
と
き
、
老
人
会
が
行
わ
れ
る

と
き
な
ど
で
す
。

●
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政

が
、
お
互
い
に
役
割
を
確
認
し
あ

い
共
に
協
力
し
あ
っ
て
、
住
み
や

す
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。
遠
賀
中
間
医
師
会
、
民
生

児
童
委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
福
岡

県
）
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
訪
問
活
動

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
く
う
え

で
、
健
康
や
介
護
と
い
っ
た
問
題

を
抱
え
な
が
ら
、
不
安
や
悩
み
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
い
い
の
か
、
相
談
先
が

分
か
れ
ば
電
話
を
か
け
た
り
出
向

い
て
行
っ
た
り
し
て
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
す
ぐ
に
困
っ
て
い
な

く
て
も
相
談
ご
と
が
で
き
た
と
き

に
相
談
で
き
る「
連
絡
先
チ
ラ
シ
」

を
手
元
に
保
管
し
て
お
く
よ
う
、

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
の
か
？
手
続
き
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
？
費
用
は
ど
の
く
ら
い

か
か
る
の
か
？
１
人
で
悩
ん
で

無
理
を
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
人

が
地
域
に
い
な
い
か
発
見
す
る
活

動
と
し
て
、
私
た
ち
は
訪
問
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
説
明
の
ほ
か
、
本
人
に
代

わ
っ
て
申
請
書
を
担
当
の
窓
口
に

提
出
す
る
手
続
き
も
行
い
ま
す
。

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
が
で
き
て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
に
介
護
状
態
に
陥
り
や

す
い
、
年
齢
の
高
い
高
齢
者
を
中

心
に
、
約
千
人
の
高
齢
者
の
お
宅

を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
活
動
は
地
区
の
民
生

・
児
童
委
員
に
も
協
力
を
し
て
い

た
だ
き
、
行
政
を
は
じ
め
保
健
・

福
祉
・
医
療
・
介
護
と
い
っ
た
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
多
く
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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～日々の努力で～日々の努力で、、市民に信頼され愛される支援センターに～市民に信頼され愛される支援センターに～
最近では高齢者への虐待に関する相談や認知症高齢者の処遇に関する相談も増えています。チーム

で検討会議を開くなどして方策を立てています。平成18年度の介護保険法改正に基づき、「在宅介護
支援センター」は「地域包括支援センター」へと生まれ変わり、複雑多岐にわたる相談、援助業務の
体制強化を行っていく予定です。
これからも、高齢者をはじめ市民のみなさんに愛される支援センターを目指して日々努力を重ねて

いきます。平成17年度には、特に70歳以上の高齢者のお宅に重点をおいて訪問する予定です。
相談員がご家庭に伺った際には、お気軽にご相談ください。

訪問先の高齢者から体験談を含めたいろいろな話
を聞くことができました。
健康を維持するために日々努力する人、地域で奉

仕活動を続けている人。また、行政に対する不満や
厳しい意見を伺う機会にもなりました。
元気はつらつと暮らしている「老い方上手な達人

たち」のエピソードを紹介します。

是松トミエさん（92歳・上底井野）
茶道・華道の師範として、今

も元気に活躍中。中間市の生花
協会は創設当初からの会員。着
物姿で電車に乗り、宗像大社の
献茶会に出かけるなど、茶道や
華道の行事に多数参加。
「小・中学校の入学式や卒業

式、中間市庁舎の落成式にも花
を生けたわ」、「何かしていない
と足腰が弱るしね。こう見えてもあちこち痛いところ
はあるのよ」と、ピンと背筋の伸びた姿で明るく語る。

森川一枝さん（84歳・中間二丁目）
毎朝２時に起きて、惣菜や弁

当を作り市場へ出している。
仮眠をとったら、夕方から翌

日の仕込み作業にかかる。
昭和27年から50年以上続け

て働いている。娘や孫が通って
手伝ってくれるので助かる。
「休みたくても休まれんとよ。
昔ほどもうからないけど、ぼち

ぼちやっているのよ」とにこやかな笑顔。

田北清次さん（81歳・弥生一丁目）
定年退職後に車の免許を取り、
山登りを始めた。登山歴20年。
「九重には200回以上登って

いるが、山の表情は毎回違う
ので飽きない。特に冬山の日
没は感動する。先日は山で出
会った小学生たちから手紙を
もらい、涙が出るほどうれし
かった」。

若いころやっていた柔道で、両肩を痛めたが、山登
りは自然にリハビリになっている。

中山忠雄さん（83歳・扇ヶ浦二丁目）
定年退職後、関連会社で65

歳まで働き、その後手品を習
い始めた。手品は結婚披露宴、
敬老会、デイサービスセンター
で披露している。
「先日は孫の結婚披露宴で披

露した。孫も喜んでくれたが、
私の方がもっとうれしかった」。
現在はコスモスの会でボラン

ティア活動中。人付き合いや出会いを大切に、ほがら
かに前を向いて毎日を送っている。「今が１番幸せよ！」。

花村藤太郎さん（86歳・太賀三丁目）
自転車に乗って、月に２回ほど、北九州市の友人宅

までおよそ２時間半かけて遊
びに行く。
岡垣町や遠賀町、八幡西区

など、どこに行くにも自転車。
旅行も好きで近々、以前仕

事で行ったことのある中国に、
子ども家族と旅行する予定。
「自分の賞味期限はとうに

切れているので、あと１､２年
生きられれば良い」。
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昨
年
来
、
新
聞
報
道
な
ど
で
ご
承
知
の
よ

う
に
、
北
九
州
市
と
の
合
併
は
白
紙
に
戻
り

ま
し
た
。

中
間
市
が
単
独
行
政
で
歩
ん
で
い
く
こ
と

が
決
定
し
た
今
、
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
行
政
運
営
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

住民発議よる本請求　有効署名総数6,678人

北九州市長に対し法定協議会設置の議会付議の照会

第１回シンポジウム「中間市の合併問題を考える」開催

第２回シンポジウム「中間市の合併問題を考える」開催

北九州市、中間市の両議会において、合併協

議会設置議案の可決

中間市が北九州市と合併することについて市

民の意思を問う住民投票条例案可決

合併協議会規約に関する協議書調印、協議書の締結

北九州市・中間市合併協議会設置

第３回シンポジウム「中間市の合併問題を考える」開催

第１回北九州市・中間市合併協議会開催

第２回北九州市・中間市合併協議会開催

第３回北九州市・中間市合併協議会開催

第４回北九州市・中間市合併協議会開催

第５回北九州市・中間市合併協議会開催

第６回北九州市・中間市合併協議会開催

第７回北九州市・中間市合併協議会開催

第８回北九州市・中間市合併協議会開催

北九州市との合併を問う住民投票

第９回北九州市・中間市合併協議会開催

北九州市・中間市合併協定書調印式

中間市議会で合併関連議案否決

両市議会による北九州市・中間市合併協議会

廃止議案の可決を受けて協議会廃止

平成15年９月４日

平成15年９月５日

平成15年10月25日

平成15年11月26日

平成15年12月12日

平成15年12月12日

平成16年１月９日

平成16年１月15日

平成16年１月21日

平成16年１月26日

平成16年３月30日

平成16年４月28日

平成16年６月25日

平成16年８月３日

平成16年８月17日

平成16年10月７日

平成16年10月28日

平成16年10月31日

平成16年11月９日

平成16年11月25日

平成16年12月24日

平成17年３月31日

北北
九
州
市
と
の
合
併
は
、
昨
年
の
12
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
合

併
関
連
議
案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
白
紙
に
戻
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
九
州
市
・
中
間
市
合
併
協
議
会
を
廃
止
す
る
議
案
が
北
九

州
市
、
中
間
市
の
両
市
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
本
年
３
月
31
日

に
当
協
議
会
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
北
九
州
市
と
の
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
末
日
を
も
っ

て
正
式
に
協
議
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

北
九
州
市
と
の
合
併
協
議
は
、
一
昨
年
の
８
月
６
日
に
提
出
さ
れ

た
市
民
か
ら
の
住
民
発
議
に
始
ま
り
、
そ
の
後
合
併
協
議
会
の
設
置
、

住
民
投
票
の
実
施
、
合
併
協
定
書
の
締
結
と
い
う
１
年
半
に
及
ぶ
一

連
の
手
続
き
を
経
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
合
併
協
議
の
過

程
に
お
い
て
、
市
民
・
議
会
を
巻
き
込
ん
だ
様
々
な
議
論
が
展
開
さ

れ
、
北
九
州
市
、
中
間
市
と
も
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
て
き

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
結
果
的
に
合
併
が
成
就
し
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
残
念
な
思
い
を
払
拭
で
き
な
い
と
同
時
に
、
市
長
と

し
て
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
合
併
協
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
中
間
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
プ
ラ
ス
の
財
産
と
し
て
捉
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
北
九
州
市
と
の
合
併
が
白
紙
に
な
っ
た
理
由
に
つ
き
ま
し

て
は
、
住
民
投
票
で
賛
成
多
数
の
民
意
が
示
さ
れ
た
一
方
で
、
合
併

中
止
を
求
め
る
請
願
も
提
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
合
併
に
関
す
る
市

民
の
民
意
が
未
だ
充
分
に
は
醸
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
そ

の
一
因
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
合
併
問
題
で
揺
れ
た
市
民
意
識
の
融
和
を
図
り
な
が
ら
、

市
政
の
安
定
を
最
優
先
と
し
た
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
行

財
政
改
革
を
断
行
し
、
周
辺
の
市
町
か
ら
合
併
し
た
い
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
間
市
長
　
大

島

忠

義
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な
が
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の
安
定
を
最
優
先
と
し
た
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
行

財
政
改
革
を
断
行
し
、
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辺
の
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と
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が
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縦覧帳簿・固定資産課税台帳縦覧帳簿・固定資産課税台帳をお見せしますをお見せします
■縦覧帳簿の縦覧■
固定資産税の納税者が、本人の固定資産の価格が適正

であるかどうかを確認するために、土地または家屋価格
等縦覧帳簿で、他の土地または家屋の価格と比較するこ
とができます。

土地の所在・地番・地目・地積・価格が
記載されています
家屋の所在・家屋番号・種類・構造・建
築年・床面積・価格が記載されています
５月31日（火）までの午前８時30分～午後
５時（土・日曜日、祝日を除く）

家屋価格等
縦覧帳簿

縦 覧 期 間

縦 覧 場 所 税務課（市役所本館１階）
〇市内に所在する土地や家屋の固定資産
税の納税者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税者からの委任状をお持ちの人

縦覧できる人

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの

※納税者が法人の場合は、法人の委任状が
必要です。

審査申出期間

４月１日から納税通知書の交付を受けた日
後60日まで
※課税台帳に登録された価格に不服があ
る場合は、中間市固定資産評価審査委員
会に審査の申し出ができます。

※土地・家屋の課税明細書を４月１日に送付しまし
たので、課税内容などをご確認ください。

土地価格等
縦覧帳簿

現在、閲覧できます。午前８時30分～午
後５時（土・日曜日、祝日を除く）閲 覧 期 間

閲 覧 場 所 税務課（市役所本館１階）
〇納税義務者および同居の親族
〇相続人（相続が確認できる人のみ）
〇納税管理人
〇納税義務者からの委任状をお持ちの人
〇借地人・借家人（賃貸借契約書等が必要）
※借地人または借家人は、当該借地また
は借家にかかる固定資産に限ります。

閲覧できる人

閲覧および
証明手数料

１件300円　ただし縦覧期間中（４月１日
～５月31日）は、閲覧に限り無料

持って来る
もの

〇印鑑
〇納税通知書、課税明細書または運転免許
証など本人であることを証明できるもの
〇権利を証明できるもの

●問合先　税務課資産税係1（２４６）６２７４

縦覧方法

閲覧方法

土地価格等縦覧帳簿は、市内に所在する土地の固定資
産税の納税者に、家屋価格等縦覧帳簿は、市内に所在す
る家屋の固定資産税の納税者に、縦覧期間中にご覧いた
だくことができます。
■固定資産台帳の閲覧■
固定資産（土地・家屋・償却資産）の所有者や借地借

家人などの関係者は、平成17年度の固定資産税・都市計
画税の課税のもととなる、固定資産税台帳（固定資産の
所有者の住所・氏名、所在地番、評価額、課税標準額な
どが記載されたもの）を閲覧することができます。

■
親
子
ひ
ろ
ば
■

「
親
子
ひ
ろ
ば
」
は
乳
児
か
ら

小
学
校
低
学
年
ま
で
、
親
子
で
楽

し
く
遊
べ
る
場
所
で
す
。
保
育
士

と
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
親
子

遊
び
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
お
弁
当
を
食

べ
た
り
、
日
当
た
り
の
よ
い
部
屋

で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
も
い
い
で
す
ね
。

人
気
は
、
大
き
い
部
屋
の
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
。
晴
れ
た
日
に
は
、
砂

場
遊
び
も
ど
う
ぞ
。

●
日
　
　
時

毎
月
第
１
〜
第
４
水

曜
日
と
土
曜
日
・
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
（
第
１
、
３

水
曜
日
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

■
親
子
で
つ
く
る「
お
や
つ
教
室
」
■

●
日
　
　
時

毎
月
第
３
水
曜
日
・

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
定
　
　
員

15
組
ま
で
の
先
着
順

●
申
込
方
法

随
時
、
電
話
や
親
子

ひ
ろ
ば
で
予
約
受
付

●
費
　
　
用

一
人
50
円
〜
100
円

（
材
料
費
）

●
メ
ニ
ュ
ー

〇
４
月
…
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ

〇
５
月
…
ミ
ニ
ミ
ニ
肉
ま
ん

※
教
室
中
は
、
０
〜
１
歳
児
の
託

児
申
込
を
受
付
け
ま
す
。

■
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
■

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、

な
ん
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

■
土
曜
日
に
施
設
利
用
で
き
ま
す
■

子
ど
も
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
や
、

子
ど
も
に
関
す
る
会
な
ど
の
場
所

の
提
供
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問

合

先

中
間
市
児
童
セ
ン

タ
ー
（
中
鶴
四
丁
目
７
‐
１
・

旧
ひ
ま
わ
り
保
育
園
）

1（
２
４
４
）
２
８
２
８

 医院

コ
ン
ビ
ニ

医院

中間
小学校

Ｊ
Ｒ
中
間
駅

中間大橋

遠
賀
川

堀
　
川

中間市児童センター

親子ひろばリ ン ク



私
に
は
「
障
害
が
あ
る
人
が
自
分
に
何
を
望
ん
で

い
る
の
か
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
」
そ
ん
な
疑

問
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
「
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
」
の

物
語
を
読
も
う
と
思
っ
た
の
は
そ
ん
な
理
由
か
ら
で

し
た
。
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
は
、
腕
が
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
に
は
何
も
な
く
、
左
足
は
縮
ん
だ
よ
う
に
通
常
の

足
の
半
分
の
長
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん

な
障
害
の
あ
る
彼
女
は
ど
ん
な
人
生
を
生
き
て
き
た

の
か
、
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
は
、
障
害
が
あ
る
自
分
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
か
ら

引
き
出
せ
る
長

所
を
伸
ば
し
て

い
こ
う
と
い
う

考
え
を
持
っ
た

そ
う
で
す
。

も
し
、
私
に

障
害
が
あ
っ
た

ら
そ
ん
な
前
向

き
に
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
ど
ん
ど
ん
彼
女
に
夢
中
に

な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
に
は
、
自
分
に
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
や
学
校
の
み
ん
な
と
と
も
に
参
加
で
き
る
こ
と
な

ど
は
、
ご
く
わ
ず
か
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
と
て
も
彼
女
に
合
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。「
水
泳
」、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
族
と
い
っ

し
ょ
に
、
い
つ
も
水
泳
教
室
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
「
歌
」、
彼
女
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な

も
の
で
す
。
障
害
の
あ
る
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
も
と
て

も
前
向
き
に
明
る
く
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
女
に
は
、
つ
ら
い
こ
と
や
悲

し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ

は
「
不
幸
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
頭
を
ひ
ね
っ
て
考
え
れ
ば
い
い
。
一
人
じ
ゃ

無
理
な
こ
と
が
あ
れ
ば
友
だ
ち
や
家
族
に
手
を
貸
し

て
も
ら
え
ば
い
い
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
人
間
す
べ
て

が
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
彼
女
は
、
自
分
の

障
害
を
否
定
し
た
り
、
恥
か
し
く
思
う
こ
と
が
な
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

レ
ー
ナ
・
マ
リ
ヤ
は
「
日
本
が
自
分
の
心
の
大
き

な
部
分
を
占
め
る
だ
ろ
う
」、
そ
う
思
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
彼
女
は
、
日
本
で
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
た

り
コ
ン
サ
ー
ト
を
何
度
も
聞
い
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
日
本
で
は
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
こ
と
は
、
恥
と
考
え
る
人
も
い
る
。
何
故
、
恥

な
ど
と
思
う
の
か
、
彼
女
は
そ
う
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
の
存
在
が
あ
る
こ
と
で
、
日

本
人
に
も
障
害
の
あ
る
人
の
こ
と
な
ど
を
考
え
て
く

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
障
害
が
あ
っ
て
も
、
だ
れ
も
が
同
じ
人
間

だ
と
い
う
こ
と
。

私
は
「
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
」
の
物
語
を
読
み
、
自

分
が
や
る
べ
き
こ
と
や
で
き
る
こ
と
が
、
少
し
ず
つ

分
か
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま
ず
一
番
に

接
し
方
を
特
別
に
し
た
り
せ
ず
に
、
助
け
を
求
め
ら

れ
た
ら
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
る
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、い
ろ
ん
な
人
に
出
会
い
、
接
す
る
中

で
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
協
力
の
運
動
な
ど
が
あ
れ

ば
、
自
分
か
ら
参
加
し
た
い
で
す
。
そ
れ
が
き
っ
と

今
の
自
分
に
で
き
る
大
切
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を

「
レ
ー
ナ
・
マ
リ
ア
」
の
物
語
を
読
み
、
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
瞳
に
映
る
も
の

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

「レーナ・マリア」

小早川昌美さん
（中間南中学校１年）

昨年度中間市読書感想文コン
クール入選作品から

賃
貸
住
宅
の
退
去
に
際
し
て

増
え
る
敷
金
ト
ラ
ブ
ル
！

春
は
進
学
や
就
職
、
転
勤
に
よ

る
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

短
期
間
で
の
部
屋
探
し
や
契
約

締
結
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
こ

と
が
後
日
、
特
に
賃
貸
住
宅
の
退

去
に
際
し
て
の
敷
金
の
返
還
や
修

繕
費
の
請
求
な
ど
の
苦
情
の
発
生

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

賃
貸
借
契
約
が
終
了
す
れ
ば
、

賃
借
人
は
建
物
を
明
け
渡
し
ま
す

が
、
そ
の
時
に
賃
借
人
は
建
物
を

も
と
の
状
態
に
戻
す
義
務
（
原
状

回
復
義
務
）
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
借
り
た
当
時

の
状
態
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貸
借
人
の
不
注
意
や
故
意
に
よ

っ
て
発
生
し
た
損
傷
（
煙
草
の
焦

げ
や
物
を
ぶ
っ
つ
け
た
壁
の
穴
な

ど
）
は
負
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
当
然

に
発
生
す
る
床
や
壁
、
天
井
な
ど

の
損
耗
や
変
色
な
ど
の
修
繕
費
は

負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
が

平
成
11
年
に
作
成
し
た
「
原
状
回

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
は
こ
の
よ
う
な
原
状

回
復
の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
法
的
な
強
制
力
が
な

い
た
め
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
交

換
費
用
な
ど
も
貸
し
主
か
ら
請
求

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
費
用
を
借
り
主
に

負
担
さ
せ
る
特
約
を
含
ん
だ
賃
貸

借
契
約
を
結
ん
だ
場
合
で
も
、
小

額
訴
訟
で
解
決
で
き
た
り
、
消
費

者
契
約
法
で
そ
の
特
約
の
条
項
が

無
効
と
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ

る
の
で
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法

①
契
約
す
る
時
は
契
約
書
を
よ
く

読
む
こ
と
。
退
去
時
の
敷
金
の

返
還
や
修
繕
箇
所
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
確
認
し
、
疑
問
が
あ

れ
ば
賃
貸
人
や
仲
介
業
書
か
ら

き
ち
ん
と
説
明
を
受
け
る
。
納

得
い
か
な
い
時
は
契
約
し
な
い

②
入
居
時
に
も
、
賃
貸
人
、
賃
借

人
の
双
方
が
立
ち
会
っ
て
部
屋

の
写
真
を
撮
る
（
日
付
入
り
）
な

ど
部
屋
の
状
況
を
確
認
す
る

③
退
去
時
に
貸
し
主
の
立
ち
会
い

の
も
と
で
部
屋
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

負
担
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
立

ち
会
い
が
無
理
な
場
合
は
、
退

去
時
の
部
屋
の
写
真
を
撮
る

8
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9

中間の女性は江戸時代から輝いていた
田辺聖子さんの講演会

なかまハーモニーホー
ルで３月17日に行われた
「田辺聖子講演会」。
田辺さんといえば、江

戸時代、ご当地・底井野
在住の小田宅子

い え こ

が書いた
旅日記「東路

あずまじ

日記」をも
とに、「姥

うば

ざかり花の旅笠」
を刊行した作家です。
雨天にもかかわらず、県内外から会場に入りきれな

いほどの観客が訪れる人気ぶりでした。中間市では数
年前から、小田宅子をテーマに市民講座や資料展など
を開催しており、今回の講演会はその集大成ともいえ
ます。
田辺さんの口からは、江戸時代の宅子一行の伊勢神

宮や日光東照宮3,200キロメートルの旅の様子がいきい
きと語られました。当時の女性がいかにたくましく好
奇心おう盛だったか、宅子が詠んだ句とともに、観客
の心にしみ入ってきました。

現在～未来の子どもたちのために
次世代育成支援行動計画を答申

３月28日、「中間市次世代育成支援行動計画策定委員
会」の上村初美会長が市役所を訪れ、大島市長に計画
の答申を行いました。
同委員会は、子育て支援に関係する団体の推薦や一

般公募で選ばれた市民、市職員など15人で構成され、
昨年６月に発足。「次世代育成支援行動計画」について
大島市長から諮問を受け、協議を重ねてきました。
「今いる子どもたちやこれから生まれる子どもたち、

また親になろうとしている人を含めた支援やネットワ
ークの充実が大切です」と上村会長は話していました。

大きく育って戻っておいで
幼稚園児が遠賀川にサケの稚魚を放流

遠賀川でバケツを手に「大きくなってね」と話しかける
子どもたち。実はサケの稚魚を放流しているのです。
３月14日、「なかま三世代ふれあいの会」が「ＮＰＯ遠

賀川流域住民の会」の協力で行ったもので、明願寺幼稚園
の年中組の園児40人が参加しました。
遠賀川はサケの遡上

そじょう

する南限といわれています。今回放
流された体長わずか数センチメートルの稚魚は、アラスカ、
ベーリング海まで長い旅をして、４年後に遠賀川に戻って
来るのです。その日が今から待ち遠しいですね。

子どもをねらった犯罪をなくして
安全で住みよいまちをつくろう

中間市防犯協会が安全パトロール
中間市防犯協会では、３月18日から27日まで、安全パ

トロールを実施しました。防犯協会の役員や防犯推進長
（町内会長）が中心となって、市内六つの小学校区ごとに
班を編成。地域住民や折尾警察署、学校関係者、市の協
力のもと、道行く人へのＰＲ活動を行うとともに、危険
な場所があれば点検・調査を行いました。
防犯協会の俵正学会長は「最近では子どもをねらった

身近な犯罪が多発しています。市民の防犯意識を高めて、
みんなで中間市を犯罪のない住みよいまちにしたい」と
話していました。



●
対
象
児

平
成
16
年
12
月
14
日
か

ら
平
成
17
年
１
月
11
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

５
月
11
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診
察
・

育
児
相
談
・
母
乳
と
ミ
ル
ク
の
話

●
対
象
児

平
成
16
年
８
月
24
日
か

ら
平
成
16
年
９
月
20
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

４
月
20
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
育
児
相
談
・
離
乳
食
相

談
・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
15
年
10
月
５
日
か

ら
平
成
15
年
11
月
５
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

５
月
18
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容
　
問
診
・
身
体
計
測
・
診

察
・
歯
科
健
診
・
育
児
相
談
・
言

語
、
心
理
発
達
相
談
・
栄
養
相
談

・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
14
年
４
月
18
日
か

ら
平
成
14
年
５
月
19
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

●
日
　
時

５
月
25
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

尿
検
査
・
問
診
・
フ
ォ
ト

ス
ク
リ
ナ
ー
検
査（
目
の
写
真
）・
身

体
計
測
・
診
察
・
歯
科
健
診
・
育

児
相
談
・
言
語
、
心
理
発
達
相
談
・

栄
養
相
談
・
歯
科
指
導

●
日
　
時

〇
４
月
19
日（
火
）、５
月
17
日
（
火
）
・

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
妊
娠
届
出
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
内
　
容

血
圧
測
定
・
健
康
相
談

※
５
月
27
日
は
尿
検
査
、
体
内
脂
肪

率
測
定
、
み
そ
汁
塩
分
測
定
を
行

い
ま
す
。

保
健
ガ
イ
ド

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

母
子
健
康
手
帳
交
付

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

７
ヵ
月
児
健
診

４
ヵ
月
児
健
診

健
康
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

だ

よ

り

ＢＢ
ＣＣ
ＧＧ
接接
種種
のの
対対
象象
年年
齢齢
が

４４
月月
かか
らら
生生
後後
６６
ヵヵ
月月
未未
満満
とと
なな
りり
まま
しし
たた

10

時
　
間

月
　
日

場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
27
日（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

５
月
10
日（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
00
分

中
間
市
で
は
、
４
月
か
ら
次
の

医
療
機
関
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い

ま
す
。

希
望
の
医
療
機
関
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
の
う
え
、
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
行
い

ま
す
。

●
目
　
　
的

結
核
を
予
防
す
る

た
め

●
対

象

児

〇
受
け
ら
れ
る
年
齢
…
生
後
６
ヵ

月
未
満

〇
望
ま
し
い
年
齢
　
…
生
後
３
ヵ

月
以
上
６
ヵ
月
未
満

※
生
後
３
ヵ
月
未
満
に
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、
実
施
医
療
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
実
施
時
期

年
間
を
通
じ
て
実

施

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康

手
帳
と
予
診
票
（
予
診
票
は
、
実

施
医
療
機
関
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
健
康
増
進
課
、
東
部
出

張
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

●
次
の
よ
う
な
子
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

〇
発
熱
し
て
い
る
子
（
37
・
５
度

以
上
）、
ポ
リ
オ
を
接
種
し
て

27
日
以
上
を
経
過
し
て
い
な
い

子
、
日
本
脳
炎
・
二
種
混
合
・

三
種
混
合
を
接
種
し
て
６
日
以

上
を
経
過
し
て
い
な
い
子

※「
け
い
れ
ん
」

の
症
状
を
起
こ

し
た
こ
と
の
あ

る
子
や
、
病
気

で
定
期
的
に
受

診
し
て
い
る
子

は
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で
す
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
ん
で

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
修
了
後
、
ほ
か
の

予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
、
27
日

以
上
の
間
隔
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
１
回
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
す
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
終
了
し
て
い
る
人
は
、
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問

合

先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

平
成
17
年
４
月
か
ら
結
核
予
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
３
ヵ
月
以
上
４
歳
未
満
」
か

ら
「
生
後
６
ヵ
月
未
満
」
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
要
可
否
判
定
の
た
め
に
実
施
し
て
い
た
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
廃
止
さ
れ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
直
接
接
種
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実施医療機関名

木村小児科医院
坂口小児科医院
久原内科医院
葉医院
吉野クリニック

※希望の医療機関に予約のうえ受診してください。
※遠賀郡４町の指定医療機関でも同様に接種できます。かかり
つけ医師が遠賀郡内の医療機関の場合はお問い合わせください。

住　　　所

鍋山町16‐３
中央三丁目１‐３
蓮花寺一丁目１‐８
垣生179‐６
鍋山町13‐１

電話番号

1（２４５）０２１２
1（２４６）５６８８
1（２４６）２８５０
1（２４３）２２５５
1（２４６）００９９
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今月から来年３月までの12回シリーズで、福岡県地
球温暖化防止活動推進委員の佐藤正純さん（深坂二丁目）
によるコラムをお届けします。

■マイバッグやふろしき持参でCO2を削減■
平成17年２月16日に京都

議定書が発効され、福岡県
でも「地球温暖化対策の推
進に関する法律」に基づき、
地球温暖化防止推進員制度
を設け、地球温暖化防止活
動をよりいっそう推進しよ
うとしています。
先日、私は、福岡市で開

かれた推進員候補者研修会
に参加しました。グループ
研修では「ゴミを減らそう」
というテーマのもとに、昔ながらのふろしきに注目し、
「ふろしき文化の復活」、「CO2（二酸化炭素）削減に関す
る意識改革のキッカケ」などについて意見交換しました。
買物の際のマイバッグ利用はもちろんですが、昔なが

らのふろしきの復活もいかがでしょうか。
「買物の際、１枚10g（容量15リットル程度）のポリエ

チレンのレジ袋を１回使用して焼却する場合、製造する
ときに排出されるCO2は30g、焼却したときのCO2は31g、
合計61gのCO2を排出したことになります。
環境省ホームページ「エコファミリー」https://ecofamily.goo.ne.jp/

テレビ放送によると、日本は基準年となる1990年の
CO2排出量の６パーセントに、1990年から増えた分を加
えた約２億トンのCO2を削減しなければならず、これは
7,700万台の自動車を動かさないことと同じだそうです。
日本の登録台数が5,800万台であることを考えますと、

とても目標は無理かと思われますが、ちょっと待ってく
ださい。
平成13年度、中間市の家庭から排出されたCO2は50,339

トンで、１日あたり約138トンとなっています。
中間市民約48,000人が、レジ袋を１日３枚使用しなけ

れば、約６パーセントCO2を削減することができます。
61g×３枚×48,000人=8,784,000（約8.78トン）

8.78トン÷138トン×100=約6.36（パーセント）

■みなさんができることは、まだまだあります■
〇不必要な車のアイドリングを止める
〇だれもいない部屋の照明を小まめに消す
〇テレビを見ないときは、主電源を切るか、コンセント
からプラグを抜く
このように小さな工夫を積み重ねれば、目標達成も無

理なことではありません。日ごろからの心がけや取り組
みが、いかに重要かお分かりいただけ
たでしょうか。
今後も地球温暖化防止活動について

みなさんに分かりやすくお伝えしたい
と思います。
福岡県地球温暖化防止活動推進員

佐藤正純さん

12 億9900万トン
［二酸化炭素（ＣＯ2）換算］

2001年

二酸化炭素（ＣＯ2）
93.4％

日本における京都議定書の対象となっている
温室効果ガス排出量の割合（2001年）

ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣs）
１.２%

一酸化二窒素（Ｎ2Ｏ）
２.７％

メタン（ＣＨ4）
１.６％

パーフルオロカーボン（ＰＦＣs）
０.８％

六フッ化硫黄（ＳＦ6）
０.３％

資料：地球温暖化対策推進本部（2003）

シリーズ①

１、平成18年歌会始のお題 「笑み」
※お題は「笑

ゑ

み」ですが、「笑」の文字を使用していれ
ばよく、言葉の成り立ちは異にしますが、「笑

わら

ひ」も差
し支えありません。
２、詠進歌の詠進要領
①詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首
とし、未発表のものに限ります
②書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分
にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、
氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日および職業
（なるべく具体的に）を縦書きで書いてください。無
職の場合は、「無職」と書いてください（以前に職業
に就いたことがある場合は、なるべく元の職業を書
いてください）。主婦の場合は、単に「主婦」と書い
ても差し支えありません
③用紙は、半紙とし、毛筆で自書してください。ただ
し、海外から詠進する場合は、用紙は随意とし、毛
筆でなくても差し支えありません

④病気または身体障害のため毛筆にて自書することが
できない場合は次によることができます
〇代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所およ
び氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください
〇本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。
この場合、これらの機器を使用した理由を別紙に書
いて詠進歌に添えてください
〇視覚障害の人は、点字で詠進しても差し支えありま
せん
●詠進の期間 お題発表の日から９月30日（金）まで・
９月30日消印有効
●郵便の宛先 「〒１００‐８１１１宮内庁」とし、
封筒に「詠進歌」と書き添えてください
〇宮内庁ホームページ
http://www.kunaicho.go.jp/12/d12-03.html

●問 合 先 直接、宮内庁式部職あてに、郵便番号、
住所、氏名を書き、返信用切手をはった封筒を添え
て、９月20日までに郵送で問い合わせてください

平成18年歌会始の詠進歌歌会始の詠進歌を募集します



こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お

知
ら
せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
住
所
、
氏

名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
は
別
途
明
記
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、『
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中

間
市
秘
書
課
広
報
広
聴
係
』
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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接接
木
し
て
余
生
楽
し
む
心
あ
り通

谷
五
丁
目
　
　
　
後
　
藤
　
欣
　
子

電電
線
に
雀
の
並
ぶ
春
隣

上
底
井
野
　
　
　
　
島
　
津
　
貞
　
子

空空
き
部
屋
も
開
き
て
豆
を
撒
き
に
け
り

土
手
ノ
内
二
丁
目
　
小
　
田
　
敏
　
子

番番
犬
を
驚
か
し
た
る
春
の
雪

太
賀
一
丁
目
　
　
　
緒
　
方
　
益
　
子

励励
ま
し
の
医
師
の
一
言
あ
た
た
か
し

扇
ヶ
浦
二
丁
目
　
　
宮
　
崎
　
サ
カ
エ

嘴嘴
ぶ
と
の
足
を
交
わ
し
て
歩
む
さ
ま
誰
か
に
似
た
る
お
か
し
み
の
あ
り

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
上
　
山
　
昭
　
子

女女
よ
り
女
ら
し
さ
の
玉
三
郎
気
品
の
な
か
に
色
気
漂
う

太
賀
三
丁
目
　
　
　
日
　
野
　
康
　
子

遠遠
山
に
わ
ず
か
残
れ
る
夕
明
か
り
草
木
は
黒
き
影
ひ
き
眠
る

通
谷
一
丁
目
　
　
　
戸
　
田
　
恵
美
子

戸戸
を
繰
れ
ば
雀
ら
あ
ま
た
飛
び
立
ち
ぬ
大
豆
蒔
き
い
し
我
が
菜
園
を

弥
生
二
丁
目
　
　
　
吉
　
田
　
千
　
歳

腰腰
痛
で
勤
め
を
休
み
臥
す
我
に
気
遣
う
嫁
の
声
の
優
し
さ

岩
瀬
四
丁
目
　
　
　
吉
　
岡
　
比
呂
己

暖暖
か
い
日
ま
で
花
粉
が
待
機
中中

央
三
丁
目
　
　
　
桑
　
原
　
康
　
博

耳耳
打
ち
の
話
に
羽
根
が
生
え
て
く
る

朝
霧
二
丁
目
　
　
　
小
　
崎
　
国
　
雄

陽陽
だ
ま
り
の
家
族
の
中
に
い
る
自
由

太
賀
三
丁
目
　
　
　
国
　
谷
　
美
智
恵

激激
流
を
下
る
い
の
ち
を
握
り
し
め

弥
生
一
丁
目
　
　
　
古
　
谷
　
龍
太
郎

たた
だ
今
を
皆
で
迎
え
る
退
院
日朝

霧
一
丁
目
　
　
　
前
　
田
　
弘
　
子

金
子
哲
也
　
選

永
山
　
篁
　
選

文

芸

★なまえ　ベンケイ（オス・13歳）
★飼い主 五郎ちゃん（砂山）
ライオンのような風貌で

すが、とっても甘えん坊な
ベンケイです。

中
間
短
歌
会

前
山
禮
次
　
選

北九州地区を中心に活動している吹奏楽団「コンフ
ォート・ウインドアンサンブル」のコンサートです。
今年は、映画「バトルロワイヤル」の音楽作曲など

を担当した天野正道さんを客演指揮に迎えて演奏しま
す。団員一同、みなさんのご来場をお待ちしています。

■と　き
５月５日（木）
14：00開演（13：30開場）
■ところ
北九州芸術劇場・大ホール
（小倉北区・リバーウォーク北九州内）

一般900円（前売800円）
小・中・高校生600円（前売500円）

●問合先 藤川携帯
1０９０（３４１０）３７９９

テキストをもとに、日常使われ
る用語や漢字、かなを学びます。
宛名や年賀、お祝い、お見舞いな
どの手紙文を練習しましょう。
毛筆のほかに硬筆も新たに始ま

りました。
一度、見学に来ませんか。

●と　き 毎月第１、２、３土曜日
午前９時30分～11時30分

●ところ 生涯学習センター（通谷一丁目36‐16）
●講　師 江崎草鶴さん（日本教育書道連盟教授）
●問合先 草鶴書道会代表・浜地宅1（２４４）０４７１



数学で推理するピラミッドの謎

今月のオススメ図書

北
九
州
市
や
直
方
市
、
行
橋
市
、
豊
前
市
、
遠
賀
郡
、
鞍
手
郡
、
京
都
郡

（
苅
田
町
は
除
く
）、
築
上
郡
の
図
書
館
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

市
民
図
書
館
1（
２
４
５
）４
６
６
４

印牧尚次・著
およそ4600年の昔、死

生観を数理的に表現し、
巨石建造物として残した
天才がいた。綿密な企画
とそれを実現する手順。
設計者はそのとき何を

考えていたのかに迫る。

セシルの魔法の友だち
ギャリコ・著　野の水生・訳

花栽培の農家に住むセ
シルは、ペットショップ
で出会った「てんじくね
ずみ」に、たちまち心を
奪われる…。小さな動物
と少女の間に、魔法の時
をもたらす作品集。
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最近、私は「幸運」というものに
驚かされています。
ほんの少し前のことです。私は、

久山町のスーパーマーケットで、友
だちといっしょにホットドッグとピ
ザを食べていました。
隣りのベンチには女の人が夫と二

人の息子さんといっしょに腰掛けていました。私が友だ
ちとしゃべり続けていると、その女の人は私に向かって
言いました。「アニーちゃん？」
私は、しばらく彼女を眺めて、やっとだれなのか分か

りました。それは、明子お姉さんでした。彼女は、父の
いとこで鹿児島に住んでいました。多分、結婚して福岡
に引っ越して来たのでしょう。15歳のとき祖母といっし
ょに彼女の結婚式に出席しました。彼女は10年前の私の
声を覚えていたのです。まったく信じられませんでした！
私が久山へ行ったのがその日でなく、その時間でなく、
座ったのがそのベンチでなかったなら、お互いにすれ違
って再び出会うことはなかったでしょう。私たちを出会
わせてくれたのは「幸運」だと信じています。
先日、「幸運」が私を北海道へ連れて行ってくれました。

２月の北海道、札幌雪祭りを見たいというのが私の夢で
した！旅行会社のパンフレットを見ると、その週は航空
運賃が高く、ホテルの予約を取るのがすごく難しいので、
行けるなんて思いもよりませんでした。
そう、それは奇跡のように、私に舞い降りて来ました。

たまたま、友だちのリサの誕生日がその週ということで、
片道１万５千円で日本中どこへでも飛行機で行ける「誕
生日ギフト」を利用することができたのです。リサがす
べての世話をして、ほかの二人の友だちと行ったのです
が、私がすべきことはただ行くことだけでした。
札幌は本当にたくさんの雪、雪なのでした。通り、車、

木々そして人々までが雪まみれでした。４日間の最初の
日、バターとホタテの入った味噌ラーメンの昼食後、雪
祭りへ行きました。でも、突然吹雪がやってきて中止に
なりました。幸い、最終日に雪祭りに戻ってきて、十分
に冬のソナタ、ミッキーとミニー、そのほか人気のある
像を見て楽しみました。
ニセコに行くのに２時間かかりましたが、私たちの宿

は暖かく、行ったかいがありました。北海道は私が思っ
ていたほど寒くはありませんでした。どこに行っても建
物の中は暖かでした。毎日雪が降っていましたが、その
間、私たちはまるで王様や女王様のようにイカそうめん
や毛ガニ鍋を食べていました。食べていない時間はヒラ
フでショートスキーやスノーボードをして過ごしました。
人生や恋愛において、あなたがそれをほとんど期待し

ていないときや忘れてしまっているとき、「幸運」はあな
たが最も望んでいる物をしっかりつかんで、運んできま
す。だからそれを信じていてください。
「待てば海路の日和あり」。

「幸運 ～巡りあわせ～」にビックリ

生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！
「わが家のすこやかちゃん」欄では、元気なお子さん（生

後６ヵ月～５歳）を掲載します。広報紙デビューのチャンス
です。ふるってご応募ください。
ご希望の人は ① お子さんの写真 ② 名前 ③ 生年月日
④ 応募者の名前・お子さんとの続柄 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号
⑦ 紹介文（60字～70字程度）を添えてお送りください。

外国語指導助手として市内の小学校で英語
の授業を行っている、アニー小原さんのエッ
セイです。

柿
かき

原
はら

絵
え

莉
り

奈
な

ちゃん

平成16年８月18日生（通谷一丁目）

ちょっとさみしがりや
さんの絵莉奈。
でも、そのかわいい笑

顔は、ず～っと忘れない
でネ！

笠
りゅう

一
かず

葉
は

ちゃん

平成16年８月１日生（池田一丁目）

泣き虫で甘えん坊の一
葉くん。いたずらも大好
きです。ハイハイまでも
う少し…。何でも食べて
大きく育ってね。
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おすすめ料理

作作り方

じゃがいもとベーコンのスペインオムレツ

①じゃがいもは皮をむき２㎝角
に、にんじんは皮をむき１㎝
角に切りゆでる。ブロッコリ
ーは塩ゆでして細かく切る。
ベーコンは短冊切りにする。
②卵を割りほぐし、塩、こしょう、
ヨーグルト、チーズを加えて
混ぜる。
③フライパンを熱し、バターを
溶かし、玉ねぎと①の具を入
れて炒める。
④具に火が通ったら、強火にし
て、卵を流し込む。大きくか
き混ぜ半熟にする。
⑤鍋蓋を使って裏返し、両面を焼く。
⑥切り分けて皿に盛る。好みで
プチトマトやケチャップなど
を添える。

中間市食生活改善推進会（緑の会）

材　料　４人分
じゃがいも…………２個
ベーコン……………４枚
玉ねぎみじん切り…大さじ４
にんじん……………1/6本
ブロッコリー………1/4株
ピザチーズ……………40g
卵……………………４個
プレーンヨーグルト…大さじ１
塩………………小さじ1/3
こしょう……………少量
バター…………大さじ１

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
、
あ
な
た

の
人
権
。
生
活
上
の
問
題
や
悩
み

ご
と
を
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
日
　
　
時

５
月
11
日
（
水
）
・

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
　
所

中
間
市
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
中
間
市
民

図
書
館
横
）

●
相
談
内
容

高
齢
者
・
障
害
者
・

家
庭
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど

の
人
権
問
題

●
問

合

先

中
間
市
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
５
）
３
５
１
１

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
多
く
の
委
託
事
業
で
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
事
業
に
従
事
す
る
登
録
ヘ
ル

パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
資
　
　
格

概
ね
50
歳
ま
で
の
人

で
、
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格

取
得
者

●
問

合

先

中
間
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

「
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
」
内

1（
２
４
４
）
１
２
３
０

中
間
市
の
公
共
工
事
の
発
注
見

通
し
や
入
札
、
契
約
に
関
す
る
情

報
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間

〇
発
注
見
通
し
情
報
…
平
成
17
年

度
末
ま
で

〇
入
札
情
報
…
入
札
終
了
日
か
ら

１
年
間

〇
契
約
情
報
…
契
約
締
結
日
か
ら

１
年
間

●
閲
覧
場
所

契
約
課
閲
覧
所
（
市

役
所
別
館
４
階
）

●
閲
覧
内
容

発
注
予
定
工
事
名
、

時
期
な
ど
や
発
注
済
み
工
事
に

関
す
る
入
札
金
額
、
落
札
金
額
、

契
約
の
相
手
方
な
ど
「
入
札
契

約
適
正
化
法
お
よ
び
同
法
施
行

令
」
に
定
め
る
内
容

※
平
成
17
年
度
分
か
ら
、
発
注
見

通
し
お
よ
び
入
札
結
果
は
、
中
間

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
契
約
課
）
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問

合

先

契
約
課
1（
２
４
６
）

６
２
５
５

福
祉
の
職
場
を
目
指
す
あ
な
た
へ

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

人
権
相
談
を
行
い
ま
す

献血にご協力ください！
慢性的に輸血用血液が不足しています。移

動献血車がやって来ます。ご協力ください。
●日　時 ４月19日（火）・午前10時～午後４時
※お昼も休まず受付します
●場　所 ショッパーズモールなかま・連絡

通路
●問合先 北九州赤十字血液センター

1（６３１）１２１１

中
間
市
の
公
共
工
事
の

情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す

個人情報保護法が全面施行されました
〇だれもが安心してＩТ社会の便益を享受するための
制度的基盤として、平成15年５月に成立、公布され
た「個人情報保護法」が平成17年４月１日から全面
施行されました
〇個人情報取扱事業者は、個人情報の利用目的を明ら
かにし、その範囲内で取り扱わなければなりません。
また、本人の同意を得ずに個人データを第三者に提
供することは原則禁止されるほか、安全管理措置、
従業者や委託先の監督など個人情報の適正な取扱い
に関するルールが適用されます
〇自分の個人情報については、事業者に開示などを求
めることができます。また、個人情報に関するトラ
ブルや疑問はその事業者に申し出るほか、認定個人
情報保護団体や地方公共団体、国民生活センターの
苦情相談窓口などでご相談いただけます
〇内閣府国民生活局ホームページ
http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.htmI

●問合先 福岡県県民情報課1０９２（６４３）３１０４

４月は未成年者飲酒防止強調月間です
～お酒は二十歳になってから～

●お父さん・お母さん…
未成年のお子さんに軽い気持ちでお酒をすす
めていませんか？
●未成年者のあなた…
アルコール飲料をジュースのように軽い気持
ちで飲んでいませんか？

福岡国税局・税務署



15

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

５
月
12
日
（
木
）
・

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
●
場
　
　
所

北
九
州
弁
護
士
会

館
（
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目
４
‐

２
・
裁
判
所
構
内
）

●
電
話
予
約
受
付

４
月
25
日（
月
）

・
午
前
９
時
か
ら
受
付

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

北
九
州
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー

1（
５
６
１
）
０
３
６
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日
　
　
時

６
月
19
日
（
日
）
・

午
前
10
時
〜

●
場
　
　
所

九
州
共
立
大
学
ほ
か

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

〇
甲
種
…
…
…
…
５
、
０
０
０
円

〇
乙
種
…
…
…
…
３
、
４
０
０
円

〇
丙
種
…
…
…
…
２
、
７
０
０
円

●
申
込
方
法

４
月
11
日
（
月
）
〜

28
日
（
木
）
の
消
印
ま
で
に
（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
に
願

書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
と
受
験
案
内
は
中
間
市
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。

受
験
準
備
講
習
会

●
日
　
　
時

６
月
５
日
（
日
）
・

午
前
８
時
30
分
〜

●
場
　
　
所

中
間
市
消
防
署

●
講
習
の
種
類
と
受
講
料

〇
乙
種
第
四
類
…
２
、
０
０
０
円

〇
丙
種
…
…
…
…
２
、
０
０
０
円

●
申
込
方
法

６
月
４
日
（
土
）
ま

で
に
中
間
市
消
防
署
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

※
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
は
実
費
で

配
付
し
ま
す
。

い
ず
れ
も

●
問

合

先

中
間
市
消
防
署
予

防
係
1（
２
４
５
）
０
９
０
１

防
衛
庁
で
は
、
４
月
入
隊
の

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

平
成
18
年
４
月
１
日

現
在
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
〔
22

無
料
法
律
相
談

憲
法
週
間

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

受
験
準
備
講
習
会
を
開
催

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

「ヤングネットワーク・ウイング九州2005」

福岡県参加団員を募集
●実施時期 ８月20日（土）～28日（日）・８泊

９日間
●訪 問 国 大韓民国（ソウル）、中華人民共和

国（北京・西安）
●募集人数
〇班長………２人
〇一般団員…28人
●応募資格
〇班長………４月１日現在、30歳～39歳
〇一般団員…４月１日現在、20歳～29歳
●負 担 金
〇班長………免除
〇一般団員…73,000円
※負担金以外に旅券取得経費、事前・事後研修
参加経費などが必要。
●渡航方法 航空機を利用
●応募締切 ５月10日（火）
※福岡県青少年課（〒８１２‐８５７７福岡市
博多区東公園７‐７）に５月10日までにお持ち
いただくか郵送してください。
※募集要項・申込書は、生涯学習課（本館３階）
または福岡県生活労働部青少年課で配布します。
●団員選考 書類選考の合格者を対象に、面接

選考を実施します
●面 接 日 ５月22日（日）
●問 合 先 福岡県生活労働部青少年課育成係

1０９２（６４３）３３８７

歳
未
満
は
大
卒（
見
込
を
含
む
）〕

で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人

●
応
募
締
切

５
月
13
日
（
金
）

●
試

験

日

５
月
21
日
（
土
）
〜

22
日
（
日
）
・
22
日
は
飛
行
要

員
の
み

●
問

合

先

芦
屋
募
集
事
務
所

1（
２
２
３
）
０
９
８
１

国
家
試
験
の
調
理
技
術
審
査
・

調
理
技
能
検
定
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

合
格
者
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
証
書
が
交
付
さ
れ
「
専
門
調

理
師
」、「
調
理
技
能
士
」
と
称
す

る
こ
と
が
で
き
、
調
理
師
学
校
の

教
員
資
格
も
取
得
で
き
ま
す
。

受
験
を
希
望
す
る
人
（
実
務
経

験
年
数
な
ど
の
受
験
資
格
が
あ
り

ま
す
）
は
、
受
験
案
内
お
よ
び
受

験
申
請
書
な
ど
を
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

●
請
求
方
法

宛
先
明
記
の
140
円

分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
規
格
角
２
号
‐
幅
24
㎝
×

長
さ
33
㎝
）
を
同
封
し
、
請
求

し
て
く
だ
さ
い

●
受
験
申
請
書
の
受
付
期
限

５
月
６
日
（
金
）
・
当
日
消
印

有
効

●
合
格
発
表

９
月
30
日
（
金
）

●
請
求
・
問
合
先

社
団
法
人
調

理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
（
〒
１

０
７
‐
０
０
５
２
東
京
都
港
区

赤
坂
７
‐
10
‐
９
・
第
四
文
成

ビ
ル
）

1
０
３
（
３
５
８
４
）
１
９
３
１

●
日
　
　
時

５
月
８
日
（
日
）、
６

月
12
日
（
日
）
・
受
付
午
前
８
時

30
分
〜
９
時

●
場
　
　
所

北
九
州
ハ
イ
ツ
（
八

幡
西
区
的
場
１
‐
１
）

●
必
要
書
類

海
技
免
状
、
写
真

（
4.5
㎝
×
3.5
㎝
）
２
枚
、
住
民
票

●
受

講

料

８
、
５
０
０
円
（
失

効
再
交
付
は
１
４
、
３
９
０
円
）

●
申

込

先

（
財
）
日
本
船
舶
職

員
養
成
協
会
九
州
支
部
八
幡
連

絡
所
1（
３
３
１
）
２
６
２
８

特
許
・
実
用
新
案
・
意
匠
・
商

標
の
出
願
、
訴
訟
、
調
査
、
外
国

で
の
特
許
取
得
な
ど
の
ほ
か
、
知

的
財
産
権
全
般
に
つ
い
て
弁
理
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
　
　
時

毎
週
木
曜
日
・
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
　
　
所

福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
二
丁
目
６
‐
23
・
住
友
博

多
駅
前
第
２
ビ
ル

1
０
９
２
（
４
１
５
）
１
１
３
９

●
問

合

先

日
本
弁
理
士
会
広
報

セ
ン
タ
ー
広
報
課

1
０
３
（
３
５
１
９
）
２
３
６
１

専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
士

国
家
試
験
を
実
施

小
型
船
舶
海
技
免
状
の

更
新（
失
効
再
交
付
）講
習

特
許
無
料
相
談
会
を
実
施
中
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日
本
消
化
器
病
学
会
九
州
支
部

が
、「
が
ん
」
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
お
話
す
る
公
開
講
座
で
す
。

入
場
は
無
料
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

４
月
23
日
（
土
）
・

午
後
２
時
〜
５
時

●
場
　
　
所

芦
屋
町
町
民
会
館

・
大
ホ
ー
ル
（
遠
賀
郡
芦
屋
町

中
の
浜
11
‐
６
）

1（
２
２
３
）
０
７
３
１

●
テ

ー

マ

「
消
化
器
が
ん
か
ら

身
を
ま
も
る
た
め
に
」

●
講
演
内
容

「
肝
臓
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
肝
炎
対
策
」

講
師
…
田
原
章
成
さ
ん
（
産
業

医
科
大
学
第
３
内
科
助
教
授
）

「
大
腸
が
ん
の
自
覚
症
状
と
最

近
の
治
療
法
」

講
師
…
松
井
敏
幸
さ
ん
（
福
岡

大
学
筑
紫
病
院
消
化
器
科
助
教

授
）

「
膵す

い

臓
が
ん
が
疑
わ
れ
る
症
状

か
ら
診
断
ま
で
」

講
師
…
大
槻
眞
さ
ん
（
産
業
医

科
大
学
第
３
内
科
教
授
）

●
問

合

先

町
立
芦
屋
中
央
病
院

1（
２
２
２
）
２
９
３
１

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害

者
の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、

弁
護
士
会
、
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
、

民
事
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

連
携
し
て
、
面
接
、
電
話
に
よ
る

集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
　
時

４
月
23
日
（
土
）
・

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

北
九
州
市
民
事
暴
力

相
談
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市
役

所
２
階
）

●
相
談
電
話
番
号

1（
５
８
２
）
２
１
４
０

●
問

合

先
　
（
財
）
福
岡
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

1
０
９
２
（
６
５
１
）
８
９
３
８

青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
、
募
集

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
　
時

〇
青
年
海
外
協
力
隊
…
４
月
27
日

（
水
）
・
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

45
分

〇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

４
月
27
日
（
水
）
・
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

●
説
明
会
場

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
（
八

幡
東
区
平
野
二
丁
目
２
‐
１
）

●
応
募
資
格

〇
青
年
海
外
協
力
隊
…
20
歳
〜
39

歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

〇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

40
歳
〜
69
歳
の
日
本
国
籍
を
持

つ
人

●
派
遣
期
間

原
則
と
し
て
２
年

間
※
数
週
間
〜
１
年
未
満
の
短
期
派

遣
も
あ
り
ま
す
。

●
派
遣
職
種

〇
青
年
海
外
協
力
隊
…
農
林
水

産
、
加
工
、
保
守
操
作
、
土
木

建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
７
部
門
・
約
140
職

種
〇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

計
画
・
行
政
、
公
共
・
公
益
事

業
、
農
林
水
産
、
鉱
工
業
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
商
業
・
観
光
、
人

的
資
源
、
保
健
・
医
療
、
社
会

福
祉

●
問

合

先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
国
際

セ
ン
タ
ー

1（
６
７
１
）
８
３
４
９

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

育
児
用
品
や
子
ど
も
用
衣
類
、

オ
モ
チ
ャ
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

４
月
23
日
（
土
）
・

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
　
所

さ
く
ら
保
育
園
・

遊
戯
室

※
「
オ
モ
チ
ャ
の
お
医
者
さ
ん
」

を
行
い
ま
す
。
こ
わ
れ
た
オ
モ
チ

ャ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
（
修

理
代
は
、
部
品
代
の
み
）。

●
問

合

先

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
1（
２
４
５
）
５
５
５
７

「
が
ん
」
か
ら
身
を
ま
も
る
た
め
に

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

暴
力
被
害
集
中
相
談

映画「ぷりてぃ・ウーマン」鑑賞会
「いつだってワタシが主

役」と開き直ったごく普通
のおばあちゃんたちが芝居
を始めることにより、ひと
に見られるカイカンからど
んどん進化していき「あき
らめなければ、夢は逃げな
い」ことを実証する。実在
の劇団をモデルに組み立て
られたお話。ご来場をお待ちしています。
●日　　時 ５月28日（土）・午前の部…10時30分～

午後の部…１時30分～
●場　　所 なかまハーモニーホール
●チケット 市老連会員…500円

一般…………600円（ハーモーニーホー
ルで販売）

●問 合 先 中間市老人クラブ連合会事務局
1（２４５）８４３２

青
年
海
外
協
力
隊
説
明
会

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
を
開
催

さくら湯なかま
さ  く  ら  亭

中間市通谷1-36-8
1093-246-3506
5093-246-3507営業時間：早朝6時～深夜1時

さくら湯なかま（旧中間温泉）は
皆様の憩いの場として好評営業中！
●●広くて天井の高い浴場は、アルツハイマー予防効果が広くて天井の高い浴場は、アルツハイマー予防効果が
　あると、医学界でも話題になっています　あると、医学界でも話題になっています
●お食事処さくら亭では、各種料理・飲み物・おつまみをお食事処さくら亭では、各種料理・飲み物・おつまみを
　ご用意しています。催し事にもご利用ください　ご用意しています。催し事にもご利用ください
　【コース料理（和・洋・中2,000円～4,000円）ご予約承り中】
皆様のご利用をスタッフ一同お待ちしています

　 料　金
大　人600円
子ども300円
幼　児150円
お得な回数券もあります筑豊電気鉄道

至 ＪＲ中間駅

永犬丸トンネル

通谷駅
ショッパーズ
モールなかま

新中間病院
ハピネスなかま

生涯学習
センター

ウエルパーク
ヒルズ

さくら湯なかま

有
料
広
告
欄
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香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
田
　
中
　
大
　
直
（
岩
瀬
一
丁
目
）

〇
福
　
島
　
保
　
弘
（
中
央
四
丁
目
）

〇
原
　
田
　
幹
　
夫
（
中
央
三
丁
目
）

〇
出
　
原
　
サ
ト
子
（
中
央
五
丁
目
）

〇
加
　
来
　
　
　
敬
（
鍋
山
町
）

〇
西
　
原
　
正
　
夫
（
蓮
花
寺
三
丁
目
）

〇
冨
　
永
　
四
　
郎
（
扇
ヶ
浦
二
丁
目
）

〇
梅
　
　
　
政
　
文
（
通
谷
四
丁
目
）

〇
百
　
　
　
百
合
子
（
岩
瀬
西
町
）

〇
中
　
村
　
正
　
夫
（
鍋
山
町
）

〇
尾
　
田
　
孝
　
子
（
太
賀
三
丁
目
）

〇
藤
　
原
　
正
　
道
（
岩
瀬
三
丁
目
）

〇
野
　
村
　
正
　
孝
（
通
谷
六
丁
目
）

〇
中
　
村
　
美
代
子
（
中
尾
一
丁
目
）

〇
水
　
上
　
覚
　
也
（
中
鶴
一
丁
目
）

〇
星
　
野
　
時
　
雄
（
東
中
間
三
丁
目
）

〇
野
　
口
　
幸
代
子
（
岩
瀬
西
町
）

〇
太
　
田
　
博
　
信
（
中
尾
三
丁
目
）

〇
魚
　
住
　
ス
ギ
エ
（
中
間
四
丁
目
）

〇
阿
　
部
　
久
寿
男
（
若
松
区
東
二
島
）

〇
中
　
村
　
和
　
代
（
松
ヶ
岡
三
丁
目
）

〇
旗
　
生
　
清
　
隆
（
長
津
二
丁
目
）

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
小

学
３
年
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象

に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

野
外
活
動
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
派

遣

先

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
イ
パ
ン
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

●
参

加

費

13
〜
48
万
円

●
定
　
　
員

各
事
業
15
〜
35
人

●
申
込
締
切

６
月
15
日
（
水
）
・

サ
イ
パ
ン
の
み
６
月
８
日
（
水
）

●
資
料
請
求
・
問
合
先
　
国
際
青

少
年
研
修
協
会
（
〒
１
６
０
‐

０
０
０
４
東
京
都
新
宿
区
四
谷

２
‐
11
・
大
村
ビ
ル
３
階
）

1
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

結
婚
50
年
を
迎
え
る
県
内
の
金

婚
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す
。

●
対
　
　
象

昭
和
30
年
以
前
に

結
婚
さ
れ
た
県
内
在
住
の
夫
婦

（
証
明
書
類
は
不
要
で
す
）

●
日
　
　
時

10
月
16
日
（
日
）
・

午
後
２
時
〜

●
場
　
　
所

ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
戸

畑
区
汐
井
町
１
‐
６
）

●
申
込
締
切

８
月
29
日
（
月
）
・

必
着

※
ご
夫
婦
の
記
念
写
真
を
撮
影

し
、
後
日
お
届
け
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

西
日
本
新
聞

社
事
業
局
内
「
西
日
本
新
聞
金

婚
夫
婦
表
彰
」
事
務
局
（
〒
８

１
４
‐
８
７
２
１
福
岡
市
中
央

金
婚
夫
婦
を
募
集

西
日
本
新
聞
社

区
天
神
一
丁
目
４
‐
１
）

1
０
９
２
（
７
１
１
）
５
１
１
３

福
岡
県
で
は
、「
看
護
の
心
を

み
ん
な
の
心
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

看
護
の
心
、
ケ
ア
の
心
を
一
人
ひ

と
り
に
分
か
ち
合
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
さ
ら
に
21
世
紀
の
高
齢
社

会
を
担
う
若
い
世
代
に
も
そ
の
心

が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
、

「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
　
　
時

５
月
７
日
（
土
）
・

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
　
所

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス

ホ
ー
ル
（
福
岡
市
博
多
区
千
代

一
丁
目
17
‐
１
）

●
内
　
　
容

○
看
護
職
員
知
事
表
彰

○
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発
表

○
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶

楽
部

○
講
演
…
「
最
期
の
願
い
　
か
な

え
た
い
」

講
師
…
藤
田
敦
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
ピ
ュ
ア
」
代
表
）

●
定
　
　
員

約
500
人

●
参

加

料

無
料

※
健
康
相
談
や
、
看
護
師
に
な
る

た
め
の
進
路
相
談
も
開
設
し
て
い

ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先

福
岡
県
保
健
福
祉

部
医
療
指
導
課
看
護
指
導
係

（
〒
８
１
２
‐
８
５
７
７
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
７
‐
７
）

1
０
９
２
（
６
４
３
）
３
２
７
６

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

参
／
加
／
者
／
募
／
集

福
岡
県
看
護
の
日
の
つ
ど
い

中間市非常勤嘱託職員を募集
～中間市基幹型在宅介護支援センター～

●採用予定人数 １人
●資格要件
〇社会福祉士、理学療法士のいずれかの免許を
有する人
〇普通一種免許取得者
●職務内容 高齢者の家庭訪問
●試験科目 面接試験
●雇用期間 平成17年５月１日～平成18年３月
31日
●申込方法 電話で申し込みください
※後日、面接日をご連絡します。面接時に免許
証・履歴書を提出してください。
●申込・問合先 中間市基幹型在宅介護支援セ
ンター（８０７‐００１８通谷１丁目36‐
10・ハピネスなかま内）
1（２４５）７７１６

0120-7666-26

まかせて安心
10年保証制度

診断見積無料
各種ローン利用可

中間市ＪＲ中間駅前
1093-244-2452

http://www6.ocn.ne.jp/ ̃sindansi/
フリーダイヤル

田中瓦店
厚生労働大臣認可一級技能士事務所

屋根
雨もり・瓦止め

壁
張替え・塗替え

雨樋
修理・取替え

福岡県瓦屋根診断技士
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〇日時…５月７日（土）、20日（金）、
26日（木）・午後３時～５時
（前日まで予約受付・受付時
間は月曜日～金曜日の午前９
時～午後５時・定員10人）

〇場所…ハピネスなかま
※７日は緒方弁護士、20日は桑
原弁護士、26日は高橋弁護士の
相談です。

〇日時…５月12日（木）・午前10
時～午後４時（受付は３時まで）
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…５月７日（土）、20日（金）・
午後３時～５時
〇場所…ハピネスなかま

〇日時…４月20日（水）・午前９
時～午後４時
〇場所…市役所３階・教科書展示室
「いじめ」、「不登校」など

〇日時…毎月第１～４火曜日・
午後１時～２時…市役所１階
社会福祉課、午後２時30分～
４時…ハピネスなかま

※祝日の場合はお問い合わを。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後４時
〇場所…市役所２階経済振興課
・相談室

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時
〇場所…市役所３階・相談室
※子どもの養育（しつけ、不登
校、いじめ、養育者の問題な
ど）やＤＶ、

ドメスティックバイオレンス

女性に関するあ
らゆる相談を受けます。

〇相談受付　月曜日～金曜日・
午前９時～午後５時

〇場所…少年相談センター（働く
婦人の家２階）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

補聴器相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭相談

あんない

悩み・いじめ・教育相談

編

室

集

か
ら

▼
２
０
０
７
年
か
ら
「
み
ど
り
の

日
」（
４
月
29
日
）が
「
昭
和
の
日
」

に
、「
国
民
の
休
日
」（
５
月
４
日
）

が
「
み
ど
り
の
日
」
に
変
更
に
な

る
と
の
こ
と
。
広
報
担
当
者
も
４

月
か
ら（
智
）さ
ん
か
ら（
新
）さ
ん

に
替
わ
り
ま
す
。（
智
）さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
。皆
様
、身
体
の
大
き
い（
新
）

さ
ん
が
取
材
に
行
き
ま
し
た
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
彦
）

▼
３
月
末
で
、
広
報
の
担
当
を
離

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

４
月
10
日
号
が
私
が
編
集
す
る
最

後
の
号
で
す
。
長
か
っ
た
広
報
担

当
も
、
い
ざ
と
な
れ
ば
や
り
残
し

た
こ
と
ば
か
り
で
、
以
前
ほ
か
の

ま
ち
の
広
報
担
当
者
が
言
っ
て
い
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（
智
）

教育相談

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料
ピアノ大好き三人組「ルピア」です。
クラシックの楽しさを気軽に伝えたい―そんな気持

ちで活動しています。デジタルではない生きたピアノ
の音をぜひ楽しんでください。

２月に出演した楠本
理規さんとみなさん

ミュージック・スクエア
出演者募集中
日ごろの練習の成果を発
表する絶好の機会です。

出店希望者は、なかまハーモニー
ホールまでお問い合わせください。

●と　き ４月28日（木）・午後６時30分～
●ところ なかまハーモニーホール・
エントランスホール
●出　演 村田和歌子さん、林奈緒美
さん、三宅浩子さん（ピアノ）
●曲　目 ノクターンOP32-2（ショパ
ン）、ラプソディー（ブラームス）ほか

怪談を演じては当代随一と称される人間国
宝・一龍斎貞水が、特殊効果を駆使した舞台
と迫力の語りで、みなさんを恐怖と幻覚の世
界へお招きします。
■出　　演■
一龍斎貞水（立体怪談）一龍斎貞友（講談）三遊亭小円歌（三味線漫談）

■と　き ６月18日（土）・午後７時開演（６時30分開場）
■ところ なかまハーモニーホール・大ホール

●チケットの取り扱いは…●なかまハーモニーホール1093（245）8000
●チケットぴあ10570（02）9999 ●ローソンチケット10570（06）3008
※ハーモニーClub会員割引チケットはホール販売のみです。

■と　　き ５月15日（日）
午前10時～午後４時 ※雨天中止

■と こ ろ
なかまハーモニーホール・中庭周辺

【全席指定】一般前売2,500円　　学生前売1,800円　　ハーモニーclub会員は20％割引
※未就学児は入場できません。 【Ｐコード 359-107】【Ｌコード 86629】

◆一龍斎貞水プロフィール◆
講談協会会長
昭和30年｠先代一龍斎貞水に入門
昭和50年『文化庁芸術祭優秀賞』
昭和51年『放送演芸大賞講談部門賞』
平成10年『第13回下町人間庶民文化賞』
平成14年 重要無形文化財保持者（人間国

宝）に認定


